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理科（理科応用Ａ）学習指導案 

日 時：令和２年１２月１０日 

場 所：２年Ｂ組教室  

対 象：２年Ｂ組３４名 

授業者：浅利絵里子   

使用教科書：改訂版生物基礎（啓林館） 

                             副教材： 

センター試験対策問題集（啓林館） 

                              サイエンスビュー生物総合資料 

                                         （実教出版） 

１ 単元名  第４部 生物の多様性と分布 ７植生の多様性と分布 

 

２ 単元の目標 

   植生の分類や特徴、構造や遷移のメカニズムについての理解を深める。また、地球上の様々なバイ

オームを年降水量・年平均気温と関連させて理解することができる。 

 

３ 生徒の状況 

   ３４名（男子１６名 女子１８名）のクラスである。集中力があり、真面目に取り組む姿勢がある。

質問など活発な発言は少ないが、グループやペアで意見交換し、協力して課題に向かう中で、話しや

すい雰囲気ができてきている。 

 

４ 単元観 

   この章では、地球上に分布し、景観を特徴づける様々な植生について学習する。森林や草原、荒原

といった大きな植生の分類を学び、続いてそれぞれの植生の特徴や構造を理解する。さらに、裸地か

ら草原、森林への遷移とそのメカニズムについて理解を進める。また、地球上の様々なバイオームと

その特徴について学び、気候、特に年降水量との関連性をはかりたい。 

生物基礎の内容は１年次に履修済みであり、理科応用Ａでは、問題演習を通してその内容を反芻

し、資料読解力や思考判断力を養うこと、知識の定着を目標としている。演習の中に調べ学習を入れ

ることで題材に対する関心を高め、調べた内容を共有し合うことで学びが深まることを期待する。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

（１） 内容全体の復習（１時間） 

（２） 問題演習と解説（４時間 ３/４） 

 

６ 評価の基準 

  ＜Ａ＞ 関心・意欲・態度･･･植生の分布について興味・関心をもち、そのしくみについて積極的に

考える。 

  ＜Ｂ＞ 思考・判断・表現･･･降水量と気温の影響を受けてどのような植生が分布するか考え、説明
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できる。どのような生活形をとるか説明できる。 

  ＜Ｃ＞  観察・実験の技能･･･光合成速度のグラフを正しく読み解ける。調査結果から植物分布や遷

移の状況を把握できる。 

  ＜Ｄ＞ 知識・理解･･･植生の分布について内容を正しく理解し図示できる。 

 

７ 本時の計画 

（１） 本時のねらい 

     降水量と気温の影響を受けてどのような植生が分布するか考え、説明できる。生物の形態か

ら、どのようにして、様々な環境に適応しているのかを考える。考えた内容を共有し、説明し合

う中で、植生の分布について理解を深める。 

（２） 展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価 

導

入 

10 

分 

・前時の振り返りをする。 

（年平均気温と年降水量を両軸に

とったグラフにバイオームを書き

込む。） 

・答え合わせをする。 

 

 

 

・前時の学習内容を振り返り、本

時への流れを作る。 

・植生の分布について

内容を正しく理解し図

示できる。＜Ｄ＞ 

展

開 

35 

分 

・３人ずつの班（ジグソー班）をつ

くり、学ぶ内容の分担を決める。 

 

・同じ分担の３人が集まった班（エ

キスパート班）をつくり、資料を見

ながら自分の担当するバイオーム

の植物の形態を調べ、気づいたこと

を出し合って意見をまとめる。 

 

・まとめた内容を一人ずつ発表して

確認する。 

 

・ジグソー班に戻り、自分の担当し

た内容を一人ずつ発表する。 

・エキスパート班内で学ぶための

資料を用意する。 

 

・全員が関われるよう役割分担を

する。 

・事前に気になる植物を調べるよ

う指示をしておく。 

 

 

・適宜机間巡視をしてアドバイス

をする。 

・積極的に参加し考え

ている。＜Ａ＞ 

 

・自分の発見を共有す

ることができる。他者の

意見を聞き考えを深め

る。＜Ｂ＞ 

整

理 

5 

分 

・本時の振り返りと次時の学習を確

認する。 

  

本時の目標： 

各バイオームを構成している植物はどのような形態をとっているか考えよう。 
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